















































































































































































































































































































⑤ あ り が と う！ ⑥ ご め ん
ね！
− 27 −
【やりとり10】
依頼者Ｏ
3
④りょーかい(^^)/
⑤ごめんねー！(>_<)
⑥部活ふぁいと＼(^o^)／陳謝
依頼を断る理由に
対する激励　
【やりとり16】
被依頼者Ｕ
2
①分かったよ
②取っておく　！
③お大事にね(;_;)
【やりとり16】
依頼者Ｈ
3
④ありがとう！⑤ごめんね 
(；＿；)感謝
陳謝
（35）
　それぞれのメール会話の３メール目、依頼が承諾された後、依頼者が送信したメー
ルである。この２つのメール会話は、依頼者がそれぞれ異なるが、どちらも最初に感
謝の「関係作り・儀礼」の発話（Ｔ３⑤、Ｈ３④）、次に陳謝の「関係作り・儀礼」
の発話（Ｔ３⑥、Ｈ３⑤）を行っている。「関係作り・儀礼」の発話を重ねることで、
より丁寧な相手配慮を行っている。
４　全体構造の分析
　４．１　話段の出現
　収集した20メール会話について、メール会話を構成する代表的な話段の出現の有無
を表にすると、表３のようになった。
表３　各メール会話における話段の出現の有無
　両者の距離が近く、親しいほど、「開始部の話段」は省略されやすいようである。
特に、「開始部に対する応答の話段」は頻繁に省略されている。
　本研究で収集した20メール会話すべてに共通してみられたのは、「勧誘／依頼の話
段」「勧誘／依頼応答の話段」のみであった。このことから、この２つの話段が勧誘
／依頼のメール会話の最少の構成要素と考えられる。しかし、この２つの話段のみで
構成されているメール会話は１つもなかった。このことから、親しい人が相手であっ
ても、用件だけのメール会話は行われないといえる。
　20メール会話の中で、「終了の話段」がみられたのは２メール会話のみであった。
このことから、相手配慮がより求められる勧誘と依頼のメール会話であるが、「終了
の話段」はあまり重要ではないと考えられる。
　断わりのメール会話では必ず「収束の話段」がみられ、断わりのメール会話では、「収
束の話段」で配慮を示すことが重要であると考えられる。
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　４．２　話段の移行
　表３でわかるように、本研究で収集したメール会話は、少なくとも３つ以上の話段
で構成されていた。このことについて【やりとり12】の一部を例に挙げ、話段の種類
を識別しやすくするため，話段の種類ごとに異なる下線を付して以下に示そう。
勧誘者Ｏ 被勧誘者Ｐ
1 ①おつかれ(^_^)/
②あのさ急なんだけどさ明日の22時
ころひま？(´・ω・｀)
③寮から家までおくってほしいんだ
(TT)
2 ①久しぶり(*^^*)！（→Ｏ１①）
②暇だよー　（→Ｏ１②）
③おっけー　（→Ｏ１③）
3 ④ありがとー＼(^o^)／（→P2③）
⑤たすかる(>_<)!!（→Ｐ２③）
⑥また詳しいこと明日メールするね
(^-^)（→Ｐ２③）
⑦あと今度一緒に勉強しよー！(>_<)
⑧１人じゃ怠けちゃって(T_T)笑
4 ④りょうかい(^O^)！（→Ｏ３⑥）
⑤やろやろ！！（→Ｏ３⑦）
⑥私も一緒にご飯食べる人いないと、
学校行くの午後からになっちゃった
りしてて　（→Ｏ３⑧）
⑦日曜とかやる？？
5 ⑨ありがとo(^o^)o（→Ｐ４④）
⑩だよねー(>_<)（→Ｐ４⑥）
⑪あっ！いいね!（→Ｐ４⑦）
⑫午後の一時間くらい用事あるけど
大丈夫＼(^o^)／（→Ｐ４⑦）
6 ⑧じゃあ、９時半か10時くらいから
学校でやろう(^O^)　（→Ｏ５⑫）
⑨何時からなら大丈夫？？
［話段］
開始部の話段（Ｏ１①）（Ｐ２①）
先行発話・先行発話に対する応答の話段（Ｏ１②−Ｐ２②）
依頼・依頼応答の話段（Ｏ１③−Ｐ２③−Ｏ３④⑤⑥−Ｐ４④−Ｏ５⑨）
勧誘・勧誘応答の話段（Ｏ３⑦⑧−Ｐ４⑤⑥−Ｏ５⑩）
日程調整の話段（Ｐ４⑦−Ｏ５⑪）
時間調整の話段（Ｏ５⑫−Ｐ６⑧⑨）
　この図式から、１メールの中には性質の異なった複数の話段が常に存在しており、
同じ性質の話段が複数のメールにまたがって存在する場合があるということが明らか
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になる。これは、メール会話におけるターン交替が１送信ごとであるため、１つの話
題について複数回やりとりを繰り返さなければならないからである。そしてこのこと
から、メール会話では常に複数の性質の話段が同時進行で進められていることがわか
る。さらに、ターン交替が繰り返されるごとに新たな話段が加わっている。これは、
勧誘者と被勧誘者の両者が話段の移行を行っているからである。
　この表を、メールが送信された順に左から右へと並び替えると、話段の移り変わり
がよくわかる（次ページに挿入した【やりとり12】の連鎖表を参照）。話段の移行は
下から上への「押し出し式」になっており、新たな話段はメールの下部分に継ぎ足さ
れ、前の話段が終了するごとに上部分へと押し出されている。
　このように、１メールの中に複数の話段が混在していることは、手紙の表記に近い。
しかし、手紙にはタイムラグがあり、またコピーをしない限り、自分が書いたものは
記録として残らない。そのため、返事をするときには相手にどの話題について返答し
ているのかが伝わるように、主語を省略せずに丁寧に書く。それに対して、メールで
は助詞が頻繁に省略され、さらに複数の話段が同時進行で進められているが、このこ
とでメール会話の参加者が混乱を起こすということはなく、やりとりが成立している。
これは、「押し出し式」の話段の移行方法が暗黙の了解として慣習化されていること
で可能になっていると考えられる。
５　まとめ
　本研究では、携帯メールによるやりとりに焦点を当て、その談話的特徴と、そこに
みられる配慮表現を分析し，話段の移行における「押し出し式」の方法を仮定した。
しかし、現在ではtwitterやfacebook、LINEなど、新たなメディアを媒介としたコミュ
ニケーションが出現しており、今後、それらの分析が進むことで、言語学としてだけ
でなく、社会学や情報モラル教育、道徳教育など、様々な分野に役立っていくのでは
ないかと考える。
参考文献
ザトラウスキー，P．（1993）『日本語の談話の構造分析—勧誘のストラテジーの考察』
（くろしお出版）
三宅和子（2011）『日本語の対人関係把握と配慮言語行動』（ひつじ書房）
柳　慧政（2012）『依頼談話の日韓対比研究　談話の構造・ストラテジーの観点から』
（笠間書院）
（新潟県三条市立栄中央小学校教諭　平成25年度卒業生）
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